
 
 

 

 ―睡眠時無呼吸症候群の検査（PSG）― 
睡眠中に何度も呼吸が止まり、深く眠ることができない病気を睡眠時無呼吸症候群といいます。

睡眠時の無呼吸を繰り返すことで高血圧、不整脈等の循環器系の障害、糖尿病やうつ病など

の合併症を引き起こす可能性があります。 

当院では、睡眠時無呼吸症候群の予防や早期発見のため、精密検査：終夜睡眠ポリソムノグ

ラフ検査（PSG）を行っております。神奈川県西部では PSG 検査ができる病院が少なく、当院で

は１泊２日の検査入院を行っております。居眠り運転による交通事故を予防するため、バスやト

ラック等の運転手、周囲からいびきや呼吸停止を指摘される、睡眠時間が足りていても強い眠

気を感じるという症状のある方、是非ご相談下さい。診断結果により必要な治療も行っておりま

す。 
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―地域医療連携室 入退院支援の取り組み―  

回復期リハビリテーション病棟、療養病棟、地域包括ケア病床への入院相談を各担当メディカルソ

ーシャルワーカーが承っております。入院中、患者様やご家族様のご不安や心配ごと、経済的な問

題や各種福祉サービスについてもご相談をお受けしております。退院へ向けて、在宅環境の設定、

転院、施設入所に関しても、院内、院外との調整を図り、ご支援致します。 

【負担の少ない検査入院】 

・事前に予約制（０４６５－２２－３１６１）の外来で診察があります。 

・短い時間での入院スケジュール：夕方入院～翌日朝に退院 

・個室利用となり、他の患者様と関わることがないので、リラックスをし

て検査を受けることが出来ます。 

皐月、新緑が芽吹く季節になりました。小田原市では、５月３日に市内最大イベント武者パレードが

３年ぶりに復活をし、人々を沸かせました。小田原北条五代祭りを「北条五代 歴史と文化の式典」

として、コロナ感染拡大対策を徹底し開催されました。歴史ある地域に根差した文化活動に感銘を

受け、改めて地域社会のつながりを実感する好機となりました。 

当院は、この城下町小田原の地域に密着し、明治４２年開業より１００年以上 

歩んでまいりました。長い歴史を大切にしつつ、今後も地域の皆様の健康な 

生活をサポートできるよう取り組んでまいります。宜しくお願いお願い致します。                       


